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1．はじめに

近年，大規模な駅周辺開発に伴い，駅舎や駅前広場，自由通路等を構築するための線路上空人工地盤の設

計が増加している．

線路上空人工地盤は列車を支持しない構造物でありながら，線路上空を跨ぐ施設である．線路上空人工地

盤は一般の道路橋や列車を支持する鉄道橋と比べて既設設計事例が圧倒的に少ない．また、個々の現場条件

に合わせた形状で設計されるため，汎用性のある設計資料がないのが実情である．そこで，新規設計時の参

考事例として活用できる資料の構築を目的とし，既設計の設計緒元を整理・分析した．

また自治体等と鉄道事業者の協定工事によるケースが多い線路上空人工地盤の設計においては，概略設計

（或いは基本設計）時に，主部材の断面検討のみで全体の鋼材重量（以下，鋼重）を想定算出して，協議を

実施していく場合もあるため，副部材も含めた全体鋼重推定の精度が重要となる．そこで上述の分析資料を

活用し，概略設計時の鋼重の簡易チェック方法の構築を目指すこととした．

2．既設計の整理と分析

概略設計時は主部材断面は設計計算により決定

するが，その際副部材（小梁，添接板，補剛材等）

の重量は主部材に対する割増率で整理することが

一般的である．既設計の割増率を確認するため，

詳細設計が完了した鋼ラーメンの人工地盤（5駅

8構造）を対象とし，一般形状やスパン，断面緒

元を抽出・整理した．その一例を図 1に示す．

また，各部材ごとの割増率に着目し，8構造を

分析した結果，下記の傾向があった．

主梁 ：1.2~2.0

小梁 ：0.9~1.5

柱 ：1.0~1.3

上層重量（主梁，小梁）に関しては構造物ごと

にばらつきが認められたが，主梁のスパン（柱間

隔）をはじめとした複数の要素が影響しているも

のと推測されることから，事項にて深度化した分

析を行い，概算鋼重の推定手法を考察することと

した．

なお柱に関しては頬杖などがなければ 1.1程度

でばらつきは小さかった．
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図 1 一件一葉の例
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3．概算鋼重のチェック方法について

詳細設計により算出される実鋼重と大きな差異が生じない概算鋼重のチェック方法を前項の分析資料を基

に検討した．その際，以下の 3点を前提条件とした．

1）上層重量は主構造部材（主部材）の断面から梁全体重量をチェック

→概略設計時は主要部材の断面検討のみで細かい部材は深度化されていない場合がある．

2）添接重量は別途計算

→添接方法（ボルト，溶接）や箇所数は構造物ごとの制約条件（仮設条件等）によるところが大きい．

3）柱重量は別途計算

   →副部材が少なく，主部材として概略設計においても断面検討されるため，前項の分析結果により，

1.1程度の割増係数が考慮されていれば安全．

比較を行う上で，(1)式に示す通り上層重量と主梁概算鋼重との比を人工地盤構築係数と定義した．8構造

の人工地盤構築係数に対する各パラメータのグラフを図 2に示す．人工地盤構築係数は概ね a「総面積／主

梁総延長」，b「上層死荷重／総面積」，c「最大スパン」と比較的良好な相関性が認められたため，比較にお

いて有効であると考える．

4．まとめ

既設計の分析により，各部材重量の割増率の傾向としては，主梁と小梁はばらつきがあることが分かった．

今後，既設設計事例が増えていけば，上記のパラメータグラフが充実しより精度の高い比較が可能になると

考える．

また，グラフ上で点が近いものは類似条件として詳細設計時の参考資料としての活用が期待できる．

図 2 人工地盤構築係数に対する各パラメータのグラフ
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図 2-1 a人工地盤構築係数に対する

面積/総延長のグラフ

図 2-2 b人工地盤構築係数に対する

死荷重/面積のグラフ

図 2-3 c人工地盤構築係数に対する

最大スパン(短辺)のグラフ
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